
LEARN WITH ソフトバンク 〜魔法のプロジェクト〜 

インクルーシブ教育 実践事例 
 

事例の活用について 

※本事例の知的財産は投稿者に留保されます、使用される際には出典として 

「 LEARN WITH ソフトバンク 〜魔法のプロジェクト 組織名」 を記載ください。 

 

■基本情報 

組織名： 群馬県立前橋高等特別支援学校 

所在地：  

※都道府県・市区町村 

群馬県前橋市 

氏名： 藤井亮信 

投稿月日： ２０２６年 ２月 ６日 

 

■インクルーシブ対応を検討するきっかけとなった児童・生徒（※以下「対象の子ども」

と略）について 

対象の子どもの学齢 

例：小６ 12 歳 

高等特別支援学校１年 

障害種別： ☑知的障がい、知的障がいを伴う ASD 

☐高機能自閉、アスペルガー症候群 ☐読み書き障がい 

☐注意欠損多動性障がい（AD/HD） ☐肢体不自由 

☐聴覚障がい ☐構音障がい ☐視覚障がい ☐病 弱  

☐重度重複障がい ☐その他（               ） 

 

主訴（主な困り） ☑読む  ☑書く ☑聞く ☑見る ☑話す ☑記憶する  ☐移動する   

☐その他（                        ） 

その他補足 読み書きは苦手だが、SNS 等の利用は盛んであり、短い文章の

やり取りで友達同士楽しんでいるが、誤解やトラブルに発展するこ

ともある。また、音声言語や文字の理解にばらつきがある。 
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■対象の子どもが利用している ICT について 

①利用端末（ハード） ☑タブレット ☐PC  ☐その他（            ） 

②OS ☐Windows ☐MacOS ☐Chrome  ☐Android  ☑iPadOS  ☐その他                          

③使用した ICT の機能やアプリを教えてください。複数あれば、ボックスを追加して記載

してください。ネイティブアプリ（最初から搭載されているアプリ）の URL は記載不要

です。 

 

 

 

 

 

 

④上記の ICT を活用して、対象の子どもの困りをどのように軽減されたかを詳しく記載く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■インクルーシブ対応状況について 

1 インクルーシブ対応の検討の  児童生徒は、どの範囲まで利用が可能ですか？ 

教科 ☑全ての教科で使用可能  ☐特定の教科のみ使用可能 

場所 ☐通級等のみ  ☐クラス限定  ☐学年限定  ☑学校全体 

利用シーン ☐宿題  ☑授業中  ☐小テスト  ☐定期テスト ☐その他

（        ） 
 

2 周囲の児童生徒が ICT を使用するにあたり、個別の許可が必要ですか？ 

☐はい  ☑いいえ  

LINEの使い方に関する約束を理解し、自分なりの考えを表現することを目標に、「人間関係

づくり」をテーマとした学年集会を実施した。 

LINEを用いたトラブルが生じる場面を再現した動画を視聴した後、生徒同士で意見交換を

行った。意見共有の場として Canvaのホワイトボード機能を用い、出された意見や約束を可視

化した。 

さらに、それらの内容を PDF化し、NotebookLMにソースとして入力してスライド資料を作

成することで、イラスト等を交えながら様々な実態の生徒がいる学年全体で共有できるようにし

た。 

名称：Canva 

紹介 URL： https://www.canva.com/ 

 

名称：NotebookLM 

紹介 URL： https://notebooklm.google.com/ 

 

https://www.canva.com/
https://notebooklm.google.com/
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■インクルーシブ対応に向けての工夫について 

①前問で、「いいえ」と回答された方にお伺いします。環境整備に向けた実施事項/工夫点

について記載ください 

 

 

 

 

 

■その他 

参考になる写真があれば、こちらに添付してください。 

※個人の写真が含まれる場合、事前に保護者の許可が得られているものに限ります。 

詳細は投稿要綱をご確認ください。 

課題と意見① 

 

解決策① 

 

 

 

 

実施事項/工夫点 

・教師が入力するため、生徒や保護者に対する許可は不要。 

・自治体ごとに、AI を使えない場合や使える AI が異なる点に注意。 

・一人でも、NoteBookLM に関する知識をもった教師がいれば実施可能。 
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課題と意見② 

 

解決策② 
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■変化や効果について 

①対象の子どもにどのような変化がありましたか 

 

 

 

 

 

 

 

②対象の子ども以外の児童・生徒や、学校全体にどのような変化がありましたか 

 

 LINEの使い方を視覚的に確認する機会を設けたことで、音声言語や文字情報のみでは理

解が難しい生徒も含め、全員が活動に参加しながら、共通の約束を確認することができた。授

業終了後も、生徒同士の話し合いは廊下や各教室で継続して見られ、LINEの適切な使い方

について多角的に考え、それを友人と共有しようとする姿が確認された。また、トラブルの件数自

体が大きく減少したわけではないものの、生徒が自ら教師に相談する場面は増加し、トラブルに

発展する前の段階で、教師と協力して対応することが可能となった。 

これらのことから、「教師が伝えたいこと」に活用するだけでなく、「生徒から出た気持ち、意

見」をわかりやすく表現することは、生徒の自己効力感の育成につながることが示唆された。 

本校独自の教科である「社会生活」の中で取り組んだ「働く意味」について生徒から出た意

見をまとめた。（インフォグラフィック）また、交通安全委員会での１年の振り返りや来年度の展望

について出た意見をまとめた。（スライド生成） 

 

 

さらに授業研究会の議事録をもとに、同じ手順でまとめた（動画生成）ところ、好評だった。 

https://drive.google.com/file/d/1UCruzypYO_2ViuyaDtREViSX482p_1oa/view?

usp=drive_link 

 

  意見交換をした約５分後に、まるで魔法のようにこれらのコンテンツが生成されるため、生徒

が興味をもつのは当然として、教師も驚きとともに「今のどうやったんですか？」「私もできるん

ですか？」と質問してくださったため、本校全体の中で使用が広がっていく機運が感じられた。 

https://drive.google.com/file/d/1UCruzypYO_2ViuyaDtREViSX482p_1oa/view?usp=drive_link
https://drive.google.com/file/d/1UCruzypYO_2ViuyaDtREViSX482p_1oa/view?usp=drive_link

